
【 敬老祝賀会 】

令和元年度 あさひが丘敬老祝賀会が、９月１５日（日） J A コープビル3F大ホールに於いて敬老者、

ご来賓及び社会福祉協議会関係者約２４０人が参加して盛大に開催されました



　　　　　　　会場入り口風景 ご来客を待つ民生委員・児童委員の皆さん

会場準備風景 　　　　舞台から見た会場配置図

　　　　　　　　　　　　　　　　ご来客を温かくお迎えする役員・代議員の皆さん

　主催者挨拶 来賓祝辞

　　あさひが丘地区社会福祉協議会　亀井　史巠 会長 　　広島市安佐北区役所　国重　俊彦 区長



　安佐北区社会福祉協議会　会長祝辞 　　　　　来賓祝辞　

　　披露　あさひが丘地区社会福祉協議会 池之 五雄 事務局長 　　河井　克行 法務大臣

あさひが丘連合自治会　尾田　豊機 会長の音頭で　乾杯

　敬老者、来賓、関係者総勢２４０名の宴会場全景 　　　　　　演芸・おしゃべりを楽しむ皆さん

住民同士食事をしながら楽しいひと時



【 お楽しみ演芸 】
　　第一部　和太鼓演奏（日浦祭太鼓）

宇　治　川　太　鼓

太　鼓　ば　や　し

第二部　民謡（ひまわり会）

嬉　野　茶　摘　み　唄



祝　　　杯

第三部　神楽（あさひが丘神楽団）　

　　神楽演目紹介

　　八岐大蛇（やまたのおろち）

高天原を追われた素戔嗚尊（すさのおのみこと）は、出雲の国 簸の川（ひのかわ）の川上で、嘆き

悲しむ足名椎（あしなづち）、手名椎（てなづち）老夫婦と奇稲田姫（くしなだひめ）に出会います。

その訳を尋ねると、７年間に７人の姫を大蛇に取られ、１人残った奇稲田姫も今夜大蛇に

取られてしまうと言います。

そこで素戔嗚尊は大蛇の好むという酒を用意させ、酒樽の中に姫の姿を映し、大蛇に毒酒を

飲ませ、酔いつぶれたところを十握(とつか)の剣で退治します。

大蛇の中から出てきた剣を「天叢雲剣（あめのむらくものつるぎ）」と名付け天照大神に捧げ、

めでたく奇稲田姫と結婚する物語です。





神楽団お礼のあいさつ

　あさひが丘神楽団　　下田　敏則 団長


